
 

様式Ｃ－１９ 

 

科学研究費助成事業（科学研究費補助金）研究成果報告書 

 

平成２５年５月１７日現在 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

研究成果の概要（和文）：脳神経科学と社会の関係について、日本の社会状況により適した枠組

みを考察した。日本の科学技術ガバナンスの現状を批判的に総括し、3.11以後に顕在化した諸

問題への考察を、脳神経科学の事例と比較しつつ考察を深めた。 

 
研究成果の概要（英文）： I tried to establish framework of ELSI of neuroscience, or 

neuroethics, more considering with cultural and social situation in Japan. The 

consideration made it clearer the problems in the governance system of science and 

technology in Japan, then I discussed some of them which turned to be tangible after 3/11. 
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１．研究開始当初の背景 

 脳神経科学と一般社会との接点領域で生

じるさまざまな問題は、近年は「脳神経倫理

（neuroethics）」という名称で一括されるこ

とが多い。この用語の現在のように盛んに使

用されるようになったのは、2000 年代にな

ってからのことである。ヒトを対象とした高

次脳機能の画像解析研究が盛んに行われる

ようになったことを受けて、付随して生じる

さまざまな問題への組織的対処が必要であ

るとの認識から、とくに北アメリカを中心に、

研究調査や対応組織作り、人材養成などが行

われてきた。日本でもそれに呼応する形で研

究の進展が見られたが、歴史的・文化的経緯

への配慮が十分ではなく、日本の脳神経科学

と社会の特性に合った脳神経倫理の枠組み

が必要とされていた。 

 

２．研究の目的 

 本研究では、「脳科学の倫理」および「脳
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科学と社会」について、具体的な事例を取り

上げて問題の原因と背景を明らかにすると

ともに、日本の社会条件や文化伝統に適した

脳神経倫理の枠組みを提唱することを目的

とする。とくに学際研究の促進に対する脳神

経科学の役割分析は、人を対象とする脳神経

科学、とくに非侵襲的な画像分析研究の進展

により、政治学・経済学・教育学・倫理学・

哲学などの人文社会系諸分野と脳神経科学

の連携が一見進んだように見える現象を対

象とし、実態を明らかにするとともに、学際

研究のあり方についての提言も目指すこと

とする。 

 

３．研究の方法 

 アンケート調査、半構造化インタビュー調

査、フォーカス・グループ・インタビュー調

査、国内の文献調査、海外の事例収集などを

適宜組み合わせながら、ゲーム脳言説の教育

現場における影響や、脳神経倫理学の海外で

の動向などについて、調査する。 

 
４．研究成果 

 昨年度までの成果を踏まえ、脳神経科学と

社会の関係について、脳神経科学者としての

活動（詳細は次節 5の③④⑥⑪を参照）を観

察しつつ、日本の社会状況により適した枠組

みを考察した（詳細は次節 5の①②⑧⑨を参

照）。日本の科学技術ガバナンスの現状を批

判的に総括し、3.11以後に顕在化した諸問題

への考察を、脳神経科学の事例と比較しつつ

考察を深めた（詳細は次節 5の⑤⑦⑩⑫を参

照）。 

 ゲーム脳についての言説分析は、昨年度ま

でのデータの取りまとめが中心で、疑似科学

的言説の社会の中での取扱いについて、批判

するだけではかえって逆効果となる場合も

ありうることを提言した。 

 脳神経倫理学の海外の動向の現状調査で

は、とくにカナダの事例について興味深い知

見が得られた。カナダは、2012年度現在、論

文生産数では世界のトップ水準にあるが、脳

神経倫理が英語圏で注目を集め出した 2000

年の時点ではほとんど研究拠点も研究者も

存在していなかった。しかし 10 年ほどで 3

つの世界トップ水準の研究拠点を確立し、専

門家育成システムが機能している状況にあ

る。このようにカナダが勇躍した理由につい

て、ブリティッシュ・コロンビア大学の脳神

経倫理研究コアの研究者たちにインタビュ

ー調査をおこなった結果、カナダの脳神経倫

理学が完全なトップダウンで企画立案され

たことが判明した（①②）。すなわち、多額

の研究助成金をコントロールしているカナ

ダ衛生研究システム (Canadian Institutes 

of Health Researche; CIHR) の戦略的な判

断により、脳神経倫理学の中枢的研究拠点を

設立すべく、資金の配分や制度設計がなされ

たというのである。 

 詳細についてはさらに情報収集と調査が

必要であるが、このトップダウン型研究戦略

が成功していることは、国家における科学技

術ガバナンスのあり方に示唆を与えるもの

である。たとえば日本の状況と比較すると、

この戦略的判断には当該分野（この場合は脳

神経科学）の専門家の意思決定が大きな比重

を占めている。CIHRの脳神経科学のトップは

脳神経科学者であり、そのトップの判断で脳

神経倫理学の振興に向けて舵が切られたと

いうことは、個人の判断だけですべてが進む

ものではないにしても、科学技術遂行の戦略

方針を決定する際の専門家の役割が大きい

と言える。 

 めまぐるしく変化する科学技術の専門的

動向を把握し、有効な振興策や戦略を策定す

るためには、最終的な意思決定において当該

分野に精通した専門家の判断が重要である



 

 

ことは明らかだが、それをどのように政策に

反映させるかは、さまざまな形態がありうる。

日本の文化的背景や社会的状況を勘案しつ

つ、有効な制度設計をおこなう必要があるが、

日本においてはとくに既得権益擁護の慣性

が強いことから、慎重な対応が必要と思われ

る（⑦⑧）。 

 なお、この研究プロジェクトのもともとの

目的には含まれていなかったが、3.11以降の

科学技術と社会の関係についての考察は、科

学技術社会論にとって避けて通れない重要

な問題であるため、脳神経科学に限ることな

く、広く関連する諸課題を検討した。原発事

故後に広く見られた、放射線の低線量被曝に

関するディスコミュニケーションは、科学技

術の専門的な知見や概念が一般社会では理

解されにくいという現象の典型的な現れで

あった。この構造／構図は、脳神経科学であ

っても同様である。また、専門的言説が「正

し」くて、一般の反応が「誤って」いるとい

うのも、一面的で皮相的な解釈である。知識

の「意味」は、その知識の文脈との相互作用

によって生成される。専門家が前提としてい

る文脈とは異なる文脈に置かれたときに、科

学的知識は時には受け入れられなかったり、

ときには理解を妨げるノイズとして機能す

ることすらありうる。これらの問題は主とし

てリスクコミュニケーションとして研究さ

れる問題群だが、本研究プロジェクトでは、

より広く、科学技術と社会との関係をどのよ

うに構築していくかという視点から、制度や

規範を視野に入れつつ、検討を重ねた（⑤⑦

⑩⑫）。 
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